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学位論文審査の要旨 

博士の専攻分野の名称：博士（人間科学） 氏名： 伊 藤 泰 幹 

  審査委員 

主査 教 授 宮 内 泰 介

副査 准教授 上 野 真由美 

副査  教  授  山  口  未花子

学位論文題名 

都市における野生動物問題の環境社会学的解決に向けて 

―札幌市郊外のヒグマ出没問題における住民参加を事例に― 

当該研究領域における本論文の研究成果 

 野生動物と社会の関係にかかわる研究、とくに獣害問題にかかわる社会科学的な研究は、日本

においてまだまだ少ない。そうした中、伊藤氏は、ヒグマの出没が頻発する札幌市において、詳

細なフィールド調査に質問紙調査などを組み合わせ、野生動物と地域社会の関係とその解決につ

いての研究を行った。 

 これまで野生動物と社会の関係にかかわる研究は、質問紙調査などの量的な研究が中心であ

り、「やっかいな問題」である野生動物問題を十分とらえられきたとは言いがたい。多くのステー

クホルダーがあり、多様な価値や態度が錯綜している「やっかいな問題」としての野生動物問題

について、伊藤氏は、フィールド調査を中心とする環境社会学のアプローチによって、ボトムア

ップかつ多角的に迫った。

 とくに本論文の特徴は、「ナラティブ」に注目しながら、住民・市民の視点からヒグマの出没に

よって生じる「問題」とはいったい何なのかを問い、さらにその解決にむけて住民・市民がどの

ように「参加」するのが望ましいかをボトムアップに議論した点にあり、この点で、この分野へ

の大きな貢献が認められる。自らもその解決へ向けて参画するアクションリサーチとして研究し

た、環境社会学としてもたいへん価値のある研究であり、何より現在大きな問題となっているク

マの出没問題について政策的な洞察を多く含む研究である。

学位授与に関する委員会の所見 

 審査委員会は、本論文の上記のような学術的かつ社会的な価値を高く評価する。とくに、伊藤

氏が、この問題の鍵となる、市街地とヒグマが生息する山林の間となる「緩衝帯」で活動する人

びとに焦点を当て、かつ、それを家庭菜園耕作者、果樹伐採ボランティア参加者、山林に隣接す

る住宅街に居住する住民の 3つに分けて、それぞれ参与観察と聞き取り調査を組み合わせて行い、

そこからボトムアップで洞察を加えていることは高く評価できるし、いくつかの有力な理論を踏

まえながら論じていることも、学術的に評価できる。今日の社会において大きく注目されている

問題について、自らもその問題解決に資する姿勢で、しかし、学術的な水準を保ちながら研究を

行ったことについても評価できる。 

 あえて本論文の課題を言うならば、この問題の解決を考えるには、ここで研究されたことだけ

でなく、マスメディアの影響についての研究、行政や専門家についての研究、ここで対象となっ



た人たち以外の住民・市民についての研究などが必要であるが、それは本論文の最後に課題とし

て論じられている通り、申請者の研究の今後の課題ということになるだろう。また、たとえば「ナ

ラティブ」という用語が論文の一部で有効に使われているものの、他の部分でももっと有効に使

えてさらなる理論的な考察が加えられるはずなのがそこまでには至っていない点など、もっと理

論的に発展しうる点があることも指摘できる。これらの点は、建設的な指摘として、申請者の今

後の研究や実践の中で生かされるだろうと期待できる。

 以上を総合的に評価し、本審査委員会は全員一致して伊藤泰幹氏に博士（人間科学）の学位を

授与することが妥当であるとの結論に達した。 


